第35回 沖縄県児童養護研究大会　研究部会テーマ
第１研究部会　「課題を抱える子どもへの理解と支援」
テーマ解説 　社会的養護を必要とする児童の多くが、虐待によるトラウマ（心的外傷）体験や不適切な養育環境での育ちのなかで、愛着や発達など何等かの障害を抱えて入所してきており、これらが原因で引き起こる対人関係におけるトラブルや落ち着きのなさ等の多様な言動や行動について、児童養護施設や児童自立支援施設、里親等、支援者は対応に苦慮している現状がある。
　　　　　　このような中、子どもの特性等を理解し適切な支援を行うため、担当職員だけでなく施設内でのチームケアの体制づくりや、医療機関、学校教育等各関係機関との連携が求められている。
今後、施設の小規模化、家庭的養護や里親委託の推進を図っていく中で、障害等の課題を抱えた子ども達への養育支援は引き続き大きな課題であり、関係者全体で協議を行い、今後のより適切な支援に繋げていきたい。
運営方法　　事例発表・グループ討議
助　言　者　　増沢　高　氏
（子どもの虹情報研修センター　研修部　部長）
発表施設　ならさ
第２研究部会　「家庭的環境における食育のあり方」
テーマ解説　 児童養護施設等では、児童の成長・発達の過程に応じた適切な養育が、日々の営みのなかで展開されており、食の場においても家庭的なケアが求められている。
　　　　　　施設の小規模化や里親、ファミリーホーム等家庭的環境のもとに行われる食事は、実際に大人と子どもが一緒に食材を選択・購入し、調理を行い、食するという過程の中で、バランスのとれた栄養摂取の方法や安全な食材についての知識の習得だけでなく、食への関心や選ぶ力・作る力の育みや他人とのコミュニケーションを通じ自らを見つめる機会に繋がる。
　本テーマでは、食育の知識を学ぶとともに、子どもの健やかな心身の成長のために食育を通してどのように支援できるかを考える。
講義テーマ「食を通して育てる生きる力・豊かな心」（仮題）
運営方法　　講義・全体討議
助　言　者　　友利　由希　氏（ロクト整形外科クリニック　管理栄養士）

第３研究部会　「子どもに寄り添う自立支援」
テーマ解説　　これまで、児童養護施設等では、子どもの自立支援にむけ、取り組んできた。
　　　　　　 平成28年度から自立支援貸付金制度が創設され、又、社会的養護を必要とする子どもの進学等に関して社会全体の関心が高まり、現在では様々な奨学金制度や支援制度が創設され、大学等の進学を含め、自立支援制度は充実してきた。
　　　　　　 しかし、発達障害や愛着障害等の課題を持つ子どもには、退所後も手厚い支援が必要なケースも少なくなく、就労における離職や進学における中退に移行しないよう、子どもの想いや特性に応じた個別支援が一層求められている。
　　　　　　　また、障害を抱える子どもについては、退所後も福祉的支援が必要なケースもあり、切れ目のない支援が実施されるよう関係機関・団体等との連携が必要となる。

本研究部会では、子どもの特性を理解し、自立支援における課題について理解を深め、自立を念頭においた日々の養育をどう展開していくか、施設でできるアフターケアや外部機関との連携について議論し、より良い支援に繋げていきたい。
運営方法　　事例発表・グループ討議　
助　言　者　　調整中
発表施設　　青雲寮
